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第 2023 回（本年度 第 17 回） 例会 平成 26 年 10 月 29 日   晴れ 

  

●司会           須山 文夫 ＳＡＡ代理 

●点鐘            岩井 茂次 会長代理 

●斉唱  ♪ソングリーダー    石渡 利治 会員 

                 「四つのテスト」 

本日のゲストの紹介      岩井 茂次 会長代理 

本日ゲストの方はございません 

 

卓話者の紹介          岩井 茂次 会長代理 

株式会社ミナロ 代表取締役 

全日本製造業コマ大戦協会会長    緑川 賢司 様 

来訪ロータリアンの紹介     横山 俊夫 親睦委員 

川崎マリーンＲＣ          松中 秀司 様 

 

今週の花言葉          横山 俊夫 花委員長 

オーニソガラム・マウントフジ 

花言葉・・・「才能」 

寒い冬は富士山がとても美しく見えます。純白の花が下

から順番に咲いてきて、とがった形が山のように見える

姿。地中海原産のユリ科植物 

 

 

会長報告          岩井 茂次 会長代理 

10 月 28 日、ＩＭ実行委員会にご出席の皆様、お疲れ様

でした。来年 2 月 18 日の開催に向けて、活動が活発に

なりますので、会員の皆様のご協力をお願い致します。 

10 月 29 日は、「７ＲＣ・ゴルフコンペ」が開催されま

す。ご参加の皆様楽しんできてください。 

佐沼ＲＣより「創立 50 周年記念式典」に関してお礼状

が届いております。 

 

幹事報告             岩井 茂次 幹事 

他クラブの「会報」「例会変更」が届いておりますので

回覧いたします 

11月のロータリーレートは 10月と同じ106円とのお知

例会日：毎週水曜日 ＰＭ１２：３０

 
 

URL http://kawasakidaishi-rc.com/   E-mail:daisi-rc@eagle.ocn.ne.jp 

 

 

例会場：大本山川崎大師平間寺信徒会館

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Daishi_bashi_night.jpg
http://kawasakidaishi-rc.com/
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らせが届いております。 

11 月 1 日～3日に開催される「川崎市民祭り」の開催案

内と、協賛のお礼状が届いております。 

11月は第 1週目、第 2週目と移動例会になりますので、

水曜日は例会がありませんので、ご注意いただき 11 月

8 日「地区大会」11月 13 日「3ＲＣ合同例会」にご出席

をお願い致します。 

 

出席報告          前田 良賢  出席委員長 

会員数 対象者 出席 欠席 出席率

2023 回 57 45 22 23 48.89 ％

2021 回 57 44 25 19 56.82 ％

14 修正出席率 88.64 ％前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　  

メークアップ 

長島 ・宮山 ・林 ・石渡（利）・渡辺 ・白石  

矢野 ・須山 ・秦 ・小林 ・船木 ・沼田 

中村（孝）・前田            各会員           

 

スマイルレポート(ニコニコボックス) 

鈴木 昇二 直前会長  

川崎マリーンＲＣ  松中 秀司 様 

お世話になります。 

宮山 光男 会員 

10 月 24 日、ファイヤーサイドミーティングに参加の皆

様ありがとう御座いました。 

竹田 正和 会員 

10月 27日ファイヤーサイドミーティングに参加の皆様

お疲れ様でした。 

実りある 1日でした、ありがとう御座いました。 

緑川様、本日は卓話宜しくお願いします。 

岩井 茂次 幹事 

いよいよ寒い季節がやってきました。体調に御留意いた

だき元気に頑張りましょう。 

緑川賢司さま卓話宜しくお願い致します。 

本日のニコニコのテーマ 

「緑川賢司様、本日の卓話宜しくお願い致します。」 

鈴木 昇二・鈴木 幹久・細谷 重徳・永松 慎太郎 

髙濵 玲奈・伊藤 佳子・出井 宏樹・寺尾 巌 

牛山 裕子                各会員 

委員会報告 

横山ロータリー情報委員長 

第 1 回ファイヤーサイドミーティングが今月の 14 日、

24 日、27 日と 3 グループとも無事に終わりました。 

多くの方に出席頂きありがとう御座いました。 

テーマは増強と言う事で、それぞれのグループで意見が

出たと思いますが、メンバーがそろった所で、各リーダ

ーの方から内容の発表をお願いします。 

 

 

本日の卓話  

株式会社ミナロ代表取締役   

全日本製造業コマ大戦協会会長   緑川 賢司 様  

 中小企業は日本において９９．７％です。働く人の約７

割が中小企業に勤めています。中小企業が日本の主役にな
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る時代を造る一員になりたいという気持ちで、今日のお話

しをしたいと思います。 

 タイトルは「全日本製造業コマ大戦が目指すもの、中小

企業連携が生み出したコマ大戦とは」です。 

 僕は１２年前にリストラされたのをきっかけに起

業をしました。２００２年でした。当時僕を雇ってく

れた社長がこれ以上やっても儲からない、借金が増え

るだけだから、会社を畳むと言われました。そこで今

後どうしようかと考えて結果下した決断は起業でし

た。当時、木型という物づくりをし、15 年間、僕は

職人として勤めていたので、技術はそれしかないと。 

うちではいろいろな物を作るのですが、基本的には

同じ物は造りません。一個しか造りません。 

 初めて来るお客様にとっては、(当社は）仕事して

いるのか、遊んでいるのか分からないという位働いて

いる人達が楽しそうにやっています。造っている者が、

これは仕事か、これは遊びで自分の趣味でやっている

のではないかという物が結構あります。 

近隣の子供達は夏休みにサマースクールで我が社

へ来て、体験彫刻をやってもらいます。 

近隣の小学校、工業高校に出向いて子供達、若い人

たちとの接点を極力作って行こうと思う。（その）目

的は子供達が将来製造業に就職してくれれば良いな

あと思います。うちの会社はこんなに楽しい、好きな

物を幾らでも造れると、自分の想いさえあれば、自分

の技術が身に付けば、造れるんですよ、と強調し宣伝

しています。 

 リストラされた僕は、このようなスタイルで１３年

間会社を継続できました。ある意味で１０年以上企業

が続くというのは、一つのスタイルが確立出来たので

はないかなと思っています。確立出来たスタイルをミ

ナロ１社だけではなく、(全国の）町工場で連携をし

てやってみたらどうだという事をずっと企んでいま

した。その時にキーワードになるのが、「コマ大戦の

目的」です。日本製造業に活気を与え、経済的成長を

目指します。その為に、製造業者達のモチベーション

向上、学生及び子供達の製造業への就職、参加者の情

報発信力の増強、日本国内及び世界への技術アピール、

ＢtoＣの販路確立、市場の創造と拡大、これらが「コ

マ大戦」、ミナロが１３年間培ってきた中で、出した

一つの答えと同じです。ミナロが存続出来た理由は当

にこれで、これを一社ではなく、全国連携で出来ない

かという事で、先ずこの目的を掲げました。そして、

現在のコマ大戦ですけれども、色々なことが起きてい

ます。 

ビデオ鑑賞 

コマ大戦を、先ず、中小企業白書に掲載して頂くこと

が出来ました。中小企業庁が毎年中小企業の取組を白

書として公開する文書です。中小町工場が連携して世

界に挑むということをやっていますので、コマ大戦と

一緒に歩んでいこうじゃないかという方向で進んで

おります。 

 ２０１５年２月、いよいよコマ大戦が世界に行くと

いう事で、開催場所は、横浜の大さん橋のホールです。

日本以外の八か国を呼ぶ予定です。インドネシア、タ

イ、ベトナム、台湾、韓国、アメリカ、ドイツ、ボリ

ビアです。 

世界コマ大戦は、中小企業・町工場の連携でやって

いますので、(様々の人、企業）にスポンサー、協賛、

出展者のお願いをしております。もし、この中でこう

いうイベントが面白いなあ、協力しても良いなあと感

じてくれる方がいらしたら是非声かけをお願いした

いと思います。そして、このコマ大戦を通じて僕がや

りたいのは、ビジョンを持ち、（物づくりの）世界一

を目指すこと。日本の技術が世界一と言われた時代が

ありましたが、其れをもう一度世界の人達に知っても

らうということ。日本の製品、商品が届いていない国

が以外と多いです。東南アジアに行っても、中東に行

っても、南米に行ってもそうでした。日本人を初めて

見たという人もいました。日本は世界中から置いて行

かれている、世界中の人達は日本という国はすごいと

いう事は知っているんですけれども、実物見たことが

ないよ、というような口調です。これを僕らは製造業

ですけれども、町工場ですけれども、コマというツー
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ルを使って世界中の人達に、知ってもらいたいと思っ

ています。そして、ゆくゆく中小企業が主役になって、

９９．７％の中小企業、そこで働く人達が幸せになる

世の中を製造業、町工場から作り上げる、それが僕の

夢であります。 

最後ですが、日本の明るい未来を創れること、これ

は決して、政治家でも、大手企業でもなく、地元の密

着雇用、地域の雇用をしている中小企業の経営者にし

かできないと思います。（政治家もマスコミも）中小

企業経営者、そこで働く人たちの民意を反映していな

いと思います。実際地域の雇用を守っている中小企業

の経営者の意見が国民の意思であり、民意であり、こ

れからの政治家に聞いて欲しい、政治家が聴かなけれ

ばならない意見だと思います。ですから僕は中小企業

が連携してサミットでも会議でも開催して、中小企業

の政策を取り上げてもらう、今年は我々の団体はこう

いうテーマにしたいと提案をマスコミにぶっつけて

行こうと思います。そうすれば、何れきっと、中小企

業が国を動かす、中小企業に働く人にとってよりよい

国 創 る に な る の で は な い と 思 い ま す 。        

以上 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会 11 月 19 日（水） 

会員卓話   宮山 光男会員 

クラブ会報委員会 

中村 孝／増田 昌美／牛山 裕子／内田 省治 

永松 慎太郎／竹中 裕彦／水口 衛／須山 文夫 

     11 月 26 日（水） 

卓話 「ロータリアンとして、そして英国

に住む日本人として」 

田中 ソロウェイ 明美 様 
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